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１．はじめに

　改訂された中学校学習指導要領が２年間の移行期間を経
て、2021（令和３）年度より全面実施となる。今回改訂の基
本方針としては、「育成を目指す資質・能力の明確化」、「『主
体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善の推進」、

そして「各学校におけるカリキュラム・マネジメントの推進」
等が示されている１）。2017（平成 29）年の告示以降、これ
らの基本方針を踏まえた教員研修会等が各地で積極的に推
進されている一方で、第一筆者が大学で開催された教員免
許更新講習等の講師を担当した際には、新学習指導要領の
趣旨を具体化するため方途等を求める声も寄せられた。こ
のような点から、単発の教員研修や教員免許更新講習等で
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における授業設計力の高度化を指向した教員研修等を推進するためには、受講者による主体的な思考や対話を通した討
議等を伴った方法が望ましいと考えられる。そこで本研究においては、中学校学習指導要領を視点とした美術科教員の
授業設計力向上を意図した双方向的な教員研修をオンライン会議システムによって試行し、その成果と課題について考
察することを目的とした。遠隔グループ研修の実践とその総括からは、対話的かつ協同的な雰囲気の中で遠隔研修を行
うこと、受講者全員が共通する精細な図版等を郵送によって事前に共有しておくこと等の有効性が示唆された。
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伝達するのみではなく、例えば受講者による主体的な思考を
伴った双方向的な活動等を通して新学習指導要領の趣旨に
ついて考察する、特定の授業場面等を取り上げて授業改善
に関して対話を通した検討を行う等の研修方法を導入する
ことも必要ではないかと考える。
　そこで本稿においては、2017（平成 29）年に告示された
中学校学習指導要領を視点とした美術科教員の授業設計力
の高度化を意図した双方向的な教員研修を試行し、その成
果と課題について考察することとした。教員研修の実施に際
しては、オンライン会議システムを活用した遠隔（非対面）
による方法をとる。このような研修方法を採用したのは、本
研究を推進した時期（2020年度）に感染拡大がみられた新
型コロナウイルス感染症に対するリスク回避に関わる対応の
ためでもあるが、それに加えて教員の「在宅勤務におけるＩ
ＣＴを活用したテレワークの実施」２）等を想定しつつ、制限
のある状況においても持続可能な美術科教員の研修方法を
構築することも研究目的に含めることを企図したためである。
　本研究の推進に当たっては、竹内と東良が研究計画を立
案するとともに、遠隔・同時・双方向による教員研修の企画・
実施を担当した。塩田・長友・森は、この教員研修に参加
するとともに、受講者の立場から成果と課題についての総括
等を担当した。なお、本稿の執筆と校閲については全員が
共同して行った。

２．教員研修の現状と美術科における授業設計力

２．１．ICT等を活用した遠隔による教員研修
　教育委員会等によって主催される教員研修の多くは、各都
道府県・市町村等で拠点とされている研修会場等に教員が
集合して、対面によって実施されるケースが多いと考えられ
る。その一方で、小清水貴子らによる研究３）や森下孟らによ
る研究４）では、離島の学校に勤務する教員においては、地理
的環境や時間的制約などから教員研修に出かけることに困難
があることについて指摘されている。従来型の対面による教
員研修に、ＩＣＴ機器およびインターネット接続等を介して遠
隔の研修方法を導入することによって距離的な問題等の解決
を図ることは、各校で複数配置となることが少ない美術科教
員にとっても、実践的指導力や新しい教育課程に関する知識
等を習得・更新するために有効な手段となる可能性が高い。
　中央教育審議会によって取りまとめられた答申（平成 31
年１月25日）において、「我が国の学校教育の高い成果が、
教員勤務実態調査に示されている教師の長時間にわたる献
身的な取組の結果によるものであるならば、持続可能である
とは言えない」５）と指摘される等、教員の長時間勤務や過
重負担が解決すべき問題として議論が進められている。指
導の改善に資する教員研修の機会を保障しながら、参加す
る教員の時間的問題（とりわけ研修会場への移動に要する
時間等）を解消し、他校の美術科教員との対話を通した力
量形成を図る方途として、ＩＣＴ機器等を介した遠隔による
教員研修の意義は大きいといえよう。

　先行研究に目を向けると、遠隔による教員研修について包
括的に検討された事例としては、西之園晴夫による研究報告
書６）があげられる。また、益子典文らによって報告された遠
隔学習用コンテンツの開発事例７）においては、大学院授業に
おける現職教員を対象とした考察の中で、教員としての勤務
を継続しながら受講した場合の有効性について検討がなされ
ている。それに加えて、益子らによる別の論考８）においては、
e-learningによる教員研修用教材の試作について報告がなさ
れている。益子らによるいずれの研究も、本研究において美
術科教員に特化した遠隔による教員研修のあり方を検討する
上で、参照すべき先駆的な事例であると解釈する。
　一般的に、非同時（オンデマンド型）による教員研修は、
多忙な受講者の都合に合わせた受講が可能であることが利
点であると考えられる。しかし受講時期が揃えられていない
ため、＜受講者－研修担当者間＞および＜受講者－受講者
間＞の対話の手段がチャット、電子メール等の文字情報に限
定される傾向があること、研修担当者から受講者へのフィー
ドバックの場を設定しなければ、やや単方向的な内容になり
がちであること等が課題として想定される。近年は、対面に
よる教員研修の内容を収録した動画を配信したり、Google
が提供するYouTube等の動画共有サービスを使用して、当
初からオンデマンド配信を目的とした解説動画を制作・公開
したりする事例等９）も散見される等、教員研修を提供するメ
ディアも多様になりつつある。
　一方で同時（リアルタイム型）による教員研修については、
参加者を個別的に接続する方法と複数会場を接続する方法
（研修拠点となる主会場と副会場とを中継する等）に大別さ
れると考えられる。前者の個別的な接続を試みた先行研究
としては、戸田俊文らによるＴＶ会議システムを活用した教
員研修において、学習者の負担感や不安感等について検討
した論考 10）があげられる。このような同時・双方向の方法
を組み込んだ教員研修は即応性のあるコミュニケーションが
可能であるため、対面による教員研修に代わる方法として各
教科等の特性に応じた実践事例を蓄積していくことが望まれ
る 11）。戸田らによる報告以降、オンライン会議システムを提
供する複数のサービスが広く一般に普及しており、カメラ内
蔵のＰＣとインターネット環境があれば、勤務校等から手軽
に同時・双方向での遠隔研修に参加することが可能となった。
前述のとおり受講者の時間的問題を解消する効果とともに、
遠隔地から研修会講師を招聘することができる等、得られる
効果は大きい。
　以上を踏まえ、本研究において美術科教員を対象とした
遠隔研修を試行するに当たっては、同時・双方向の環境によっ
て行うこととする。次節においては、美術科教員を対象とし
た教員研修や教員免許更新講習を扱った研究事例について
概観するとともに、美術科教員としての授業設計力の形成に
つながる研修方法に関して検討する。

２．２．美術科教員を対象とした研修等と授業設計力
　美術科授業を展開するためには、学習内容に応じて効果
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的な指導の方法や順序等を構想・決定するスキル、すなわ
ち授業設計力が求められる。美術科教員を対象とした研修
等において、授業設計力等がどのように扱われているのかに
ついて概観したい。主に美術科教員を対象とする研修等に
ついて論じた先行研究としては、新井義史らによる北海道・
釧路管内における美術科教員等を対象とした教員研修の実
態について調査した報告 12）13）が、比較的早期の例としてあ
げられる。その後、美術科教員を対象とした教員研修の具
体的方法等について論じた例や教員研修の実践例に基づい
た報告がなされるようになる。具体的には内田裕子らによる
教員研修に使用するワークシートの開発事例が扱われた研
究 14）、辻泰秀による10年経験者の教員研修でビデオ映像
等を活用した実践研究 15）等があげられる。
　教育職員免許法の改正により、教員免許更新制が導入
されると降籏孝の研究 16）において、同講習の実践に基づ
いたＲＣＳＩ（Reconsideration, Consideration, Solution, 
Improvement）教員研修システムの構築に関する報告がな
されている。同様に教員免許更新講習における実践的な試
みとして、大泉義一による教師の発話研究の知見を還元す
る教員研修プログラム開発についての報告がなされた例も注
目すべき研究 17）であると考える。また、近時の教員研修の
実践例では、高橋智子らによる教科教育を担当する大学教
員と教科専門を担当する大学教員との協働に基づいた実践
事例を扱った研究 18）があげられる。本節で示した降籏、大泉、
高橋らによる教員免許更新講習・教員研修の実践事例にお
いては、共通して「グループディスカッション」19）、「ワーク
ショップ」20）、そして「グループによる交流会」21）等のプロ
セスが含まれている。このような受講者による対話的、協同的、
かつ課題解決的な学習方法は、本研究が扱う授業設計力を
はじめとする教員に求められる視点や考え方に関わるスキル
を主体的に学習する際に不可欠であると考えられる。そこで、
本研究における遠隔研修の実践に当たっては、次の３点を重
視することとした。

・ 遠隔（非対面）の環境にありながらもグループによる協同
的な研修とすること
・ オンライン会議システムのビデオ通話機能を活用して＜受
講者－研修担当者間＞および＜受講者－受講者間＞にお
ける対話等の時間を確保すること
・ 受講者に対して共通の課題を設定した上で意見交流しな
がら解決を目指す学習過程とすること

　次章においては、上記３点の考え方に基づいた教員研修
の試行的実践について報告を行うこととする（以降、本稿で
の教員研修を「遠隔グループ研修」と表記する）。

３．オンライン会議システムによる遠隔グループ研修

３．１．概要
　これまでの議論を踏まえ、美術を担当する中堅・熟達教員

の授業設計力をさらに高めることを意図した遠隔グループ研
修を企画・実施した。具体的な手続きは下記の３段階である。

　①　 遠隔グループ研修の内容と方法について検討（竹内・
東良、2020年５～９月）

　②　 国公私立中学校の教員（計３名： 塩田・長友・森）
が遠隔グループ研修に参加することを決定するととも
に、関心や疑問の所在についての事前アンケート調
査 22）を実施（2020年６～８月）

　③　 オンライン会議システムを使用して、遠隔グループ研
修を実施（第１部・第２部、ともに 2020年９月）

　遠隔グループ研修は、Zoomビデオコミュニケーションズ
が提供するオンライン会議システム・Zoomを活用し、すべ
てのプロセスを遠隔・同時・双方向の環境によって行う（事
前アンケート調査の実施に際しては、Microsoft Formsを
使用した）。主に東良からは、第１部において主体的・対話
的で深い学びの実現に向けた方策等を扱った講話等を行い、
竹内はこの講話に基づいた授業設計課題（同課題に必要と
なる書籍資料等は参加教員に郵送）を提示し、第２部にお
けるグループでの討論の進行等を担当した。参加教員（塩田・
長友・森）は、遠隔グループ研修（第１部）における講話
に基づいた質疑・意見交換等を行い、参加教員が作成した
鑑賞題材の授業設計課題に関する討論に参加するとともに、
「造形的な視点」に関する考察を行った（第２部）。図１に示
しているのは、本研究における遠隔グループ研修の全体構
成および実施体制である。

３．２．実践経過
　前節で述べた手続きにより、事前アンケートの回答結果も
反映させた構成によって遠隔グループ研修を開催した。開催
当日は、オンライン会議システムの接続状況に特段の問題が
生じることなく、音声・映像等も明瞭な状態で研修を進行す
ることができた。以下、第１部・第２部（いずれも約 120分間）
の研修内容の概略を表１に示す。
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　表１／第１部に示した講話が終了した後、参加教員か
らは「なぜ美術を学ぶのかということを生徒に伝えるこ
との難しさ」や「学習のねらいを教員－生徒間で共有す
ることの難しさ」等の問題意識について意見が述べられ
た。それに対して研修担当者（東良）から、講話に基づ
いた説明を行うとともに、述べられた意見に関連する情
報等が示された。その後、研修担当者（竹内）からは次
回（第２部）までに参加教員が取り組む授業設計課題の
内容等についての連絡がなされた。
　そして、表１／第２部に示している３名の参加教員に
よる授業設計課題の発表においては、いずれも独自の視
点からの作品研究に基づき、精緻な授業設計による具体
的な学習活動および発問等の提案がなされた。その後の
討論では、オンライン会議システム上のコミュニケー
ションであるにもかかわらず、参加教員から率直な意見
が時間の限り交わされる等、質および量ともに充実した
対話的かつ協同的な研修が展開された。

４．参加教員による遠隔グループ研修に関する総括

　本章においては、遠隔グループ研修に参加した教員の
立場から「新学習指導要領を踏まえた授業設計」、「遠隔・
同時・双方向による研修方法」、そして「他校教員との
情報交流の意義」という３つの視点により、今回試行し
た研修の成果と課題についての総括を行う。

４．１．新学習指導要領を踏まえた授業設計に関して
　新学習指導要領では、目標が「知識及び技能」「思考力、
判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」とい
う三つの柱に基づき整理されている。研修の中で、授業
では、「何をさせるか」ではなく、「何を身につけさせる
のか」という結果だけではなく、過程を一層重視し、「主
体的、対話的で深い学びの実現」を目指すものとなって
いることを事前に学んだ。続いて、新学習指導要領に示
された「造形的な見方・考え方」に着目し、参加者それ
ぞれが、クロード・モネと葛飾北斎の作品の中から作品
を選択して、鑑賞授業を構想した。
　〔共通事項〕のアでは、造形の要素などに着目する「木
を見る視点」、イでは、全体のイメージや作風などに着
目する「森を見る視点」が示されている。実際の授業の
提案としては、光、風、水などの作品の造形要素に着目
して鑑賞を始め（「木を見る視点」）、作品全体のイメー
ジ（「森を見る視点」）へと見方を広げていく工夫をそれ
ぞれの教員が行っていた。この「造形的な視点」を念頭
に置いて授業設計をすることで生徒は漠然と作品を見る
のではなく、鑑賞するための視点を知ることで新たな発
見をし、自分なりの見方・考え方、捉え方ができるよ
うになるのだと実感することができた。鑑賞授業の中
で、意図的、計画的に共通事項を扱うことで、各学年に
必要な力を養い、様々な活動や発問、課題などを設定す

る必要があることを学んだ。生徒の造形的な見方・考え
方を育成するための具体的な授業の提案やその中身の交
流は、今後の授業設計のための大切な視点を得る機会と
なった。
　また、討議の中では、美術の授業が、美術作品の理解
にとどまらず、日常生活の中で、授業で得た視点や考え
方をもとに、自分なりの物事を見る視点や思考、クリエ
イティブな能力や工夫などにつなげていくことが、学習
指導要領に示されている美術科の目標でもあるのではな
いかとの意見も交わされた。「美術の授業」がその時間
だけのものとして在るのではなく、そこで得た経験や物
事の見方や考え方を日々の生活の中で意識したり、活用
したりできる、「授業のための授業」ではない授業設計
を心掛けたいと研修を通して考えている。

４．２．遠隔・同時・双方向による研修方法に関して
　コロナ禍により、教育現場においてもオンライン環境
の構築が急務とされ、予測困難な社会のスタンダードと
されるＩＣＴを活用した研修や授業が展開されてきてい
る。
　奈良市内にある勤務校においてもＧＩＧＡスクール構
想により、生徒一人に対して一台のタブレット端末の貸
与が実施された。活用にあたり情報メディアリテラシー、
使用上の注意や G Suite for Educationの使用方法、授
業での活用について一斉及び個人研修を行いながら有効
な手立てを模索している。奈良県下では全教員を対象に
「先生応援プログラム」としてオンライン（遠隔）研修
を実施している。ここでは対面研修とオンライン研修の
比較について述べていきたい。オンラインの利点として、
新型コロナウイルス感染症の拡大防止と移動手段・時間
の削減があげられる。難点は対話をする際、カメラの位
置に視線を移すために対話者とは通常とは異なり目線が
合いづらく、アイコンタクトの取りづらさを感じた。音
声は混線を避ける必要性から、マイク機能を遮断するた
めに、通常であれば対話者から得ることができる相づち
や声を通した反応の読み取りにくさがある。モニター越
しの直接対面ではないため、話し手にとっては一方通行
で会話を進めてしまっているような、対面研修では感じ
ることがない不安感が生じた。以上から、コロナ禍まで
の通常研修で行われてきた直接対話型の研修が行いやす
いのは言うまでもない。
　事実、美術科（図画工作科）の実技研修と鑑賞研修
では実物の作品に目や手で触れることを通して気づく
発見や工夫点、実物を通してでないと伝わらない作品
のよさが必ずある。しかしながら、今回の遠隔グループ
研修会では事前に鑑賞材料となる書籍の配付がなされ、
PowerPointを使用した鑑賞授業の検討を同じ鑑賞材料
を通して共有できたことはよかった。
　全ての研修をオンライン形式で実施するのは困難では
あるが、インターネット環境の整備、端末機器等の使用
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条件が整えば、子どもたちの学びにも有効活用できると
感じている。そのためにも物的資源ばかりではなく、教
員がオンラインを通した指導の工夫や研修機会の確保が
重要であり、各校でのオンライン研修・授業の実践報告
が待たれるところである。

４．３．他校教員との情報交流の意義に関して
　公立小中学校等の教職員定数の仕組みや標準授業時数
の規定などから、公立中学校における美術科教員の配置
は各校１名が標準的であり、３学年全クラスをその教員
が担当している場合が多い。このことのメリットとして
は、３学年全てを担当することで、カリキュラム編成を
３年間の見通しを持って編成することができる点が考え
られる。それに対して、デメリットとして考えられるの
は、単独で題材開発や授業設計を行うため、客観的な実
践の評価がされにくい点である。奈良教育大学附属中学
校では、年に一度、外部に向けた公開授業の実施の機会
を得て、他校の美術科教員からの意見を聞く場を設けて
いるが、新型コロナウイルス感染症に対するリスク回避
が求められる状況下で、今年度については対面の公開授
業の実施は見送ることとなった。
　他校の美術科教員との交流については、前節に示され
たように各自治体で研修の体制が取られているが、残念
ながら、日常的に課題を振り返り、内容を改善していき
たいと考える美術科教員の要請に十分に応えるものと
なっているとは言いにくい。より柔軟に、必要に応じた
形で意見交流を行ったり、実践について検討しあったり
するには、これまでの研修方法に加えてより多様な仕組
みが求められているのではないかと思われる。
　本研究で行ったオンライン会議システムを用いた遠隔
研修は、移動に要する時間的制約の軽減や、諸々の実務
的な手続き（出張手続きや授業時間の変更等）が不要で
あるといった点からも、美術科教員の実際的なニーズに
応える可能性を持っていると感じられた。今後、対面に
よる研修が可能になった場合でも、こういった様々な仕
組みを用いて情報交流を行う場を構築することは意義の
あることだと考える。

５．考察

　本稿の目的は、中学校学習指導要領が示す方向性に基
づき、美術科授業の設計力を高めることを意図した双方
向的な教員研修を遠隔グループ研修として試行するとと
もに、その成果と課題について考察することであった。
遠隔による教員研修の開発・実践に関する成果や課題に
ついては、第２章で示したように、層の厚い先行研究で
すでに多くが指摘されているため、本稿における試行的
実践を通して顕在化した点に絞って言及したい。
　成果の１点目としては、美術科教員の研修をオンライ
ン会議システムによって実践することは、十分可能であ

ることを確認できた点があげられる。今回の研修は、講
話・意見交換・授業設計課題の発表・討論等によって構
成したが、いずれも対話的かつ協同的な雰囲気の中で進
めることができた。前章において、「具体的な授業の提
案やその中身の交流は、今後の授業設計のための大切な
視点を得る機会となった」と総括したように、今回試行
した講話と討論による遠隔グループ研修は、質的に効果
をあげることができたと考える。このような研修を重
ね、オンラインによるコミュニケーションに対する習熟
が進むことにより、戸田らの研究 26）において指摘され
ている負担感や不安感等を低減させ、研修効果をさらに
向上させることができると期待される。そして２点目の
成果としては、オンライン会議システムによる遠隔・同
時・双方向の研修方法を軸としながらも、授業設計課題
等を設定する際に書籍資料を郵送したことの有効性を確
認できたことがあげられる。前章の総括において、「実
物の作品に目や手で触れることを通して気づく発見や工
夫点、実物を通してでないと伝わらない作品のよさが必
ずある」と言及したように、美術科特有の問題として鑑
賞作品等に基づいた討論を行う際には精細な図版等が必
要となる。ビデオチャット画面における解像度には限界
があるため、郵送等の手段によって図版を事前に共有す
ることは有効であったと考えられる。
　今後に向けた課題としては、多人数を対象とした遠隔
グループ研修の方法については未構築であることがあげ
られる。多人数の遠隔研修では、単方向的な内容となり
がちであるが、今回実践のように講話＋討論（全体＋小
グループ）の組み合わせ等を活用して、量的な展開を可
能にする方途についての検討を継続したいと考える。ま
た、前章で奈良県を事例としてふれたように、教員が遠
隔研修等においてＩＣＴ活用スキルを習得することと、
学習指導での効果的なＩＣＴ機器の導入・活用とは密接
に関係している。中央教育審議会より報告された、「『令
和の日本型学校教育』の構築を目指して～すべての子供
たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと、協働的な
学びの実現～（中間まとめ）」27）によると、これからの
教員研修におけるＩＣＴ機器活用やオンライン実施は、
ＩＣＴ活用スキルを扱ったものに限らず、幅広い教員研
修において推奨される方向性であることを読み取ること
ができる。今後の教員研修をとりまく動向にも注目した
い。
　今回実践を通して、遠隔による研修を対面研修の代替
手段とするのではなく、オンラインによる接続をフレキ
シブルなコミュニケーションという視点で捉えることが
できると考えた。今後も、社会の変化に対応した手段に
よって持続可能な美術科教員の研修を展開するととも
に、授業設計力の高度化に関する研究を継続していきた
い。



新学習指導要領を視点とした中学校美術科における授業設計力の高度化に関する実践的研究

133

付記

　本研究において報告した遠隔グループ研修は、科学研
究費（基盤研究（C）、課題番号 17K04781、「主体的な
美術科学習における言語的・身体的活動を通した思考の
促進に関する実証的研究」）の助成を受けて開催したも
のであるとともに、本研究は同科学研究費の助成を受け
ている。
　なお、本稿「５．考察」において言及した「『令和の
日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの
可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの
実現～（中間まとめ）」は、中央教育審議会より答申（中
教審第 228 号）として示された（2021.01.26）。
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